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《調査目的》
この調査は、平成１５年４月に施行された朝霞市男女平等推進条例に基づき、平成１８年３月に策定さ

れた朝霞市男女平等推進行動計画（平成１８年度～平成２７年度）およびその新たな実施計画（平成２０年

度～平成２２年度）において取り組むべき課題点の洗い出しの基礎的データとして活用するために行っ

た調査です。

―回収結果―

―回答者の性別―
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「男は仕事、女は家庭」と
いう考え方に否定的な人が肯
定的な人を上回っています。
肯定的な人は、女性より男性
が多いという結果となりまし
た。

「平成２０年度朝霞市男女平等に関する市民意識調査結果報告書」は市内各公共施設およ
び市ホームページ「ふれあいネットアサカ」でご覧ください。

《調査方法》
（１）調 査 対 象：市内に在住する満１８歳以上の男女

１０３，０４０人
（女性４９，９９４人・男性５３，０４６人）

（２）標 本 数：２，０００人
（３）抽 出 方 法：住民基本台帳から等間隔無作為抽出
（４）調査基準日：平成２０年６月１日
（５）調 査 方 法：郵送（調査票送付）
（６）調 査 時 期：平成２０年７月１日～７月２０日

《調査項目》
（１）回答者の属性
（２）家庭等での男女のあり方について
（３）地域や家庭での生活について
（４）配偶者等からの暴力について
（５）男女平等に関する用語や男女が平等な社会について
（６）朝霞市における男女平等の取り組みについて
（７）自由回答

「男は仕事、女は家庭」という考え方についてど
う思いますか。

Ｑ
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命の危機を感じるくらいの暴行を受ける命の危機を感じるくらいの暴行を受ける

医師の治療が必要となる程度の暴行を受ける医師の治療が必要となる程度の暴行を受ける

大声で怒鳴られたり、すぐに暴力を振るわれる大声で怒鳴られたり、すぐに暴力を振るわれる
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家庭生活の中で男女の地位は平等である
炊事や掃除・洗濯などの家事を夫と妻が分担して行う
乳幼児の世話を夫と妻が分担して行う
男の子にも女の子にも料理や洗濯などの仕方を教える
寝たきりになった親の介護を夫と妻が分担して行う
学校教育の中で男女の地位は平等である
職場の中で男女の地位は平等である
女性も実力次第で昇進・昇格ができる
すべての分野の職種に女性が進出できる
仕事内容、待遇面で男女が平等である
男女共に育児・介護休暇を取ることができる
社会通念・慣習・しきたりなどで男女の地位は平等である
女性が自治会やPTA等、市民団体の会長になる
政治の場で男女の地位は平等である
国会議員や市議会議員が男女ほぼ同数になる
法律や制度の上で男女の地位は平等である
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受 付

先着順、予約不要
�０４８―４６３―２６９７（女性総合相談）
�０４８―４６３―１７３８（人権相談）

�０４８―６００―６０６０
※面接相談は予約制

�０４８―６００―３８００
※面接相談、専門相談は予約制

�０４８―４６５―０１１０

�０５７０―０７０―８１０

場 所

市役所１階
市民相談室

婦人相談セン
ターDV相談室

With You さいたま
（男女共同参画
推進センター）

生活安全課

さいたま地方
法務局

日 時

毎週木曜日 午前１０時～午後３時

毎月第１月曜日 午後１時～４時

月～土曜日 午前９時３０分～午後８時３０分
日曜日、祝日 午前９時３０分～午後５時
※第３木曜日を除く

月～土曜日 午前１０時～午後８時３０分
※祝日、第３木曜日を除く

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分
※祝日を除く

名 称

女性総合相談

人権相談

婦人相談センターDV相談
（※DV専門相談）

With You さいたま
相談事業

朝霞警察署

女性の人権ホットライン

朝霞市

＊面接

埼玉県
＊電話

警 察

法務局
＊電話

左表の「身体的暴力」の具体的な内容

問い合わせ／
人権庶務課 内線２２５５
�０４８―４６３―２６９７（直通）

女性への暴力は「大
声でどなられる」がも
っとも多く５人に１人
が経験していて、８．４
％が「命の危機を感じ
るくらいの暴行」を受
けているという結果と

なりました。

男女平等への期待はすべての分野で８割前後と高く、性別での意見の違い
は、ほぼないという結果となりました。

あなたが考える、男女平等の「現在」と「将来」のイメージはどのようなものですか。
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これまでに、親密な関係の相手から、次
のようなことをされたことがありますか。

Ｑ＊１「命の危機を感じるくらい
の暴行を受ける」「医師の
治療が必要となる程度の暴
行を受ける」「大声で怒鳴
られたり、すぐに暴力を振
るわれる」を統合。

＊２「嫌がっているのに性的な
行為を強要される」「見た
くないのに、ポルノビデオ
やポルノ雑誌を見せられ
る」「避妊に協力しない」
を統合。

＊３「何を言っても無視され続
ける」「交友関係や電話、
郵便物を細かく監視され
る」「「誰のおかげで生活で
きるんだ」とか「かいしょ
うなし」とか言われる」「外
出させない」「危害の不安
・恐怖を感じるような脅迫
を受ける」を統合。

＊４「生活費を渡さない」

Ｑ
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